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緒 言 ： イ ン プ ラ ン ト 補 綴 治 療 の 長 期 的 に 良 好 な 予 後 の た め に は イ ン
プ ラ ン ト に 加 わ る 荷 重 を 適 切 に 制 御 す る こ と が 重 要 で あ る ． 本 研 究
は ， 下 顎 臼 歯 部 の 4 歯 連 続 欠 損 に 対 す る 4 ユ ニ ッ ト イ ン プ ラ ン ト 支
持 固 定 性 補 綴 装 置 （ F i x e d  p a r t i a l  d e n t u r e :  F P D ） を 対 象 に ， 支 台 イ
ン プ ラ ン ト 本 数 ・ 位 置 が 各 イ ン プ ラ ン ト に 加 わ る 荷 重 に 与 え る 影 響
に つ い て 模 型 実 験 を ベ ー ス に 検 討 し た ．  
材 料 と 方 法 ： 実 験 用 模 型 と し て ， 下 顎 第 一 小 臼 歯 か ら 第 二 大 臼 歯 部
（ 以 下 ， P 1 ,  P 2 ,  M 1 ,  M 2 と す る ） に 欠 損 を 有 す る エ ポ キ シ 樹 脂 性 の
模 型 を 使 用 し た ． 模 型 底 部 は 咬 合 平 面 と 平 行 と な る よ う 調 整 し た ．
欠 損 部 顎 提 に は ， 歯 科 用 イ ン プ ラ ン ト を 4 本 ， 各 欠 損 歯 相 当 部 に 咬
合 平 面 に 垂 直 に 埋 入 し た ． イ ン プ ラ ン ト に 加 わ る 三 次 元 荷 重 測 定 に
は 小 型 水 晶 圧 電 式 セ ン サ （ 圧 電 セ ン サ ） を 使 用 し た ． 上 部 構 造 は 白
金 加 金 製 の 4 歯 連 結 冠 と し ， 咬 合 面 は 咬 合 平 面 と 平 行 な テ ー ブ ル 状
形 態 と し た ． 圧 電 セ ン サ は 上 部 構 造 内 部 に 組 み 込 め る よ う 調 製 し ，
両 者 を イ ン プ ラ ン ト 上 に 設 置 後 ス ク リ ュ ー 固 定 し た ． 荷 重 負 荷 は 万
能 試 験 機 に て 1 0 0  N を 垂 直 方 向 に 付 与 し た .  荷 重 負 荷 部 位 は ， 上 部
構 造 咬 合 面 の P 2 と M 1 の 中 間 部（ 荷 重 点 A ）お よ び M 1 と M 2 の 中 間
部（ 荷 重 点 B ）と し た ．荷 重 測 定 は ，イ ン プ ラ ン ト 3 本 支 台 構 造 : 3 i F P D
お よ び カ ン チ レ バ ー 設 計 : 3 i c F P D ，イ ン プ ラ ン ト 2 本 支 台 構 造 :  2 i F P D
お よ び カ ン チ レ バ ー 設 計 : 2 i c F P D の 4 条 件 に お い て 実 施 し た ． 圧 電
セ ン サ を ア バ ッ ト メ ン ト と し て 機 能 さ せ る こ と で ， 圧 電 セ ン サ 設 置
の 有 無 に て 機 能 さ せ る 支 台 イ ン プ ラ ン ト を 選 択 可 能 と し た ． 全 て の
条 件 で 同 一 の 上 部 構 造 を 使 用 し た ．  
結 果 ： イ ン プ ラ ン ト に 加 わ る 荷 重 は 垂 直 方 向 成 分 ， お よ び 近 遠 心 方
向 の 側 方 成 分 に 分 け て 分 析 し た ． 垂 直 方 向 の 荷 重 成 分 は ， 荷 重 点 B
の 場 合 に ， 3 i c F P D の M 1（ 1 3 0 . 6 7  N ） お よ び 2 i c F P D の M 1（ 1 2 5 . 3 2  N ）
に お い て ， 負 荷 荷 重 量 （ 1 0 0  N ） よ り も 大 き く な っ た ． ま た ， 3 i c F P D
と 2 i c F P D の カ ン チ レ バ ー 形 態 に お け る 荷 重 点 B の 場 合 と 3 i F P D に
お い て P 1 に 加 わ る 荷 重 は 上 方 方 向 と な り ， 特 に 3 i c F P D の 荷 重 点 B
に お い て は P 2 に 加 わ る 荷 重 も 上 方 方 向 と な っ た ．各 イ ン プ ラ ン ト に
加 わ る 荷 重 は 3 i F P D の P 1 を 除 き 荷 重 点 A と B に お い て 有 意 に 異 な
っ た ．3 i c F P D の 各 支 台 イ ン プ ラ ン ト お よ び 2 i c F P D の M 1 に お い て は ，
荷 重 点 が 異 な る と 荷 重 は 近 遠 心 に 変 化 し た ．  
考 察 お よ び 結 論 ：  本 研 究 方 法 に て ， 4 ユ ニ ッ ト イ ン プ ラ ン ト 支 持 固
定 性 補 綴 装 置 の 支 台 イ ン プ ラ ン ト 本 数 ・ 位 置 ， お よ び 荷 重 を 負 荷 す
る 位 置 が イ ン プ ラ ン ト に 加 わ る 荷 重 に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に し た ．
本 研 究 結 果 は 臨 床 に お け る イ ン プ ラ ン ト 補 綴 設 計 に 有 用 で あ り ， か
つ i n  s i l i c o モ デ ル 研 究 の 精 度 向 上 に 対 し て も 貢 献 す る と 考 え ら れ
る ．  
 
